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中小・中堅企業のための

IFRS最新動向と適用の現実解

8.23
13:30~16:00（受付13:00）

会場： フクラシア八重洲会議室A 
▶東京都中央区八重洲2-4-1ユニゾ八重洲ビル
（常和八重洲ビル）3F

定員： 80名（参加費無料／事前登録制）

対象： IFRS適用を検討される企業様、
現在適用済みで運用にお悩みの企業様
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お申込み：

https://www.obc.co.jp/20190823

※ＱＲコードからもお申込み頂けます。

■対応急務のIFRS。中小・中堅企業が適用する際の留意点は？

年々増加するIFRS適用企業。特にここ数年での適用社数の伸びは著しい。
東証上場企業では2019年6月末時点で213社（IFRS適用済み企業及び適用予定企業の
合計）、東証上場企業の時価総額ベースでは30%を超える規模となっている。

日本でも2021年からIFRS第15号に即した収益認識基準を連結財務諸表へ適用するこ
とが義務付けられるように、会計基準のコンバージェンスが進んでいることや企業
のグローバル化が加速し、海外子会社との会計基準の統合や、
海外同業他社との比較、投資家への説明義務等の観点からもはやIFRSの検討は必須
と言える。

本セミナーでは、IFRSの日本企業における適用状況及び最新動向、そしてIFRS第15号
（収益認識基準）やIFRS第16号（リース基準）などのここ数年で開発された会計基
準を解説するとともに、導入にコストがかかるIFRSを効率的かつ早急に適用する方
法を任意適用企業の具体的事例も交えて解説します。

有限責任監査法人トーマツ
アカウンティングアドバイザリー

マネジャー 公認会計士

矢内 隆一氏



日 程 2019年8月23日（金）

時 間 13:30～16:00（受付13:00）

会 場 フクラシア八重洲 会議室A
▶東京都中央区八重洲2-4-1ユニゾ八重洲ビル

（常和八重洲ビル）3F

・JR「東京」駅 八重洲地下街5番出口目の前
・JR「東京」駅 八重洲南口より徒歩３分
・東京メトロ銀座線「京橋」駅7番出口より徒歩4分

定 員 80名（無料・事前登録制）

※ 講師・共催企業と同業の方はお申込みをお断りする可能性がございます。
※ 講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。

中小・中堅企業のためのIFRS最新動向と適用の現実解

【共催】
株式会社ビジネストラスト／東京海上日動火災保険株式会社／
株式会社東海日動パートナーズＴＯＫＩＯ／宝印刷株式会社／
株式会社オービックビジネスコンサルタント

【お問い合わせ】
株式会社オービックビジネスコンサルタント
堀江／坂本／島津／大槻
Tel：03-3342-1880（9：00～17：00 土日祝祭日を除く）

https://www.obc.co.jp/20190823お申込み
※右のQRコードからも
お申込みいただけます。
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13：30～15：00

IFRS最新動向と
中小・中堅企業が
適用に向けてすべきこと

近年、急速なグローバル化による海外企業との比較可能性の担保や、海外子会
社を同一のモノサシで評価する必要性が高まっていることから、IFRSを適用す
る企業は増加の一途をたどり、近年では大企業以外の企業のIFRS適用も増加し
ています。

また、国内外の企業間比較可能性の観点から、日本でもIFRS第15号に即した収
益認識基準の適用が必要となり、ますます会計基準のコンバージェンスは進ん
でいます。

本セッションでは、日本企業におけるIFRS適用状況や最新動向及び、近年IFRSで
適用となったIFRS15号（収益認識基準）、IFRS16号（リース基準）などの大型基
準を解説するとともに、
中小・中堅企業がIFRS適用する際の留意事項につき、具体的事例を用いて解説
します。

矢内 隆一氏
有限責任監査法人トーマツ
アカウンティングアドバイザリー
マネジャー 公認会計士

監査法人トーマツ(現有限責任監査法人トーマツ)入
所後、製造業、卸売業、小売業、情報・通信業等を
中心に日本基準による会計監査業務の他、J-SOX導
入支援業務、株式上場準備（IPO）支援業務等に従
事。現在はアカウンティングアドバイザリーに所属
し、大手製造業、大手サービス業等に対するIFRS導
入支援、IFRS導入後支援業務及びIFRSに基づく経営
管理支援業務に従事。

15：10～16：00

IFRS時代に求められる
グループ経営管理の現実解

グローバル化が企業規模問わず当たり前となった昨今、海外競合企業との比較
可能性の観点等からIFRS適用は急務でありグループ企業の経営管理の実現がこ
れまで以上に求められています。

また、一方で世界的に5Gの実用化が進み、クラウドの活用で世界中のデータは
ボーダーレス化します。つまり、グループ経営管理を容易に実現する環境が整
いつつあるのです。

本セッションでは、日本国内そして海外子会社のデータを容易に収集し、連結
そして開示までを正確かつタイムリーに実現する、IFRS時代に求められるグ
ループ経営管理の現実解を解説します。

渋谷 雄人氏
株式会社ビジネストラスト
コンサルティング本部業務推進部
主任コンサルタント公認会計士

杉山 大介氏
宝印刷株式会社 ICT営業部X-Smart室
課長代理


